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大
学
院
商
学
研
究
科
（
研

究
科
長
∥
上
田
和
勇
教
授
）

と
東
京
信
用
保
証
協
会
に
よ

る
第
１１
回
共
同
公
開
講
座

「
企
業
の
グ
ロ
ー
カ
ル
化
と

中
小
企
業
経
営
」
が
８
月
２

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
、
「
国
際
化
」
と
「
地

域
貢
献
」
の
両
面
か
ら
中
小

企
業
の
成
長
を
考
え
る
講
演

と
討
論
が
行
わ
れ
た
。

海
外
で
の
事
業
展
開
に
関

心
を
持
つ
会
社
経
営
者
な
ど

約
７０
人
が
参
加
。
㈱
三
菱
総

合
研
究
所
参
与
の
小
松
原
聡

氏
は
「
日
本
企
業
の
成
長
戦

略
と
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
対
応

―
世
界
で
顧
客
価
値
を
創
造

す
る
―
」
と
題
し
て
講
演
。

「
新
興
国
で
は
低
所
得
者
層

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
も

大
切
。
現
地
の
市
場
が
真
に

求
め
て
い
る
価
値
の
創
造

を
」
と
語
っ
た
。

上
田
研
究
科
長
は
、
中
小

企
業
金
融
円
滑
化
法
が
終
了

し
た
２
０
１
３
年
４
月
以

降
、
全
国
の
企
業
倒
産
（
負

債
総
額
１
０
０
０
万
円
以

上
）
が
増
え
て
い
る
こ
と
を

指
摘
。
借
金
の
返
済
猶
予
や

減
免
は
一
時
し
の
ぎ
に
過
ぎ

ず
、
経
営
の
安
定
化
に
は「
本

業
で
い
か
に
地
域
の
た
め
、

世
界
の
た
め
に
役
立
つ
存
在

に
な
る
か
が
重
要
」
と
説
い

た
。具

体
例
と
し
て
、
大
手
バ

ス
会
社
の
赤
字
路
線
を
引
き

継
ぎ
、
３
年
で
黒
字
化
し
た

イ
ー
グ
ル
バ
ス
㈱
（
本
社
・

埼
玉
県
川
越
市
）
の
取
り
組

み
を
紹
介
。
「
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
も
引
き
合
い
が
あ
る
と

聞
い
た
。
高
い
志
で
リ
ス
ク

を
直
視
し
、
柔
軟
な
思
考
で

築
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は

世
界
に
通
用
す
る
」
と
語

り
、
「
企
業
が
持
続
的
に
成

長
す
る
た
め
に
は
『
倫
理

力
』
が
欠
か
せ
な
い
」
と
強

調
し
た
。

小
林
守
商
学
部
教
授
の
司

会
で
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
Ｂ
Ｏ

Ｐ
（
貧
困
層
）
ビ
ジ
ネ
ス
に

携
わ
る
㈱
未
来
思
考
代
表
取

締
役
の
岩
坂
健
志
氏
も
加
わ

っ
た
。
同
氏
は
簡
易
で
安
価

な
発
電
装
置
を
使
い
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
無
電
化
の
島
に
電

灯
を
と
も
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
熱
く
紹
介
。
海
外
で
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
に
活
発
な

質
疑
応
答
が
続
い
た
。

２
０
１
４
年
の
司
法
試
験

の
結
果
が
９
月
９
日
、
法
務

省
か
ら
発
表
さ
れ
、
法
科
大

学
院
修
了
者
は
７
人
が
合
格

し
た
。

国
家
公
務
員
の
仕
事
の
内

容
や
公
務
の
魅
力
を
伝
え
る

た
め
、
毎
年
人
事
院
が
全
国

の
大
学
生
な
ど
を
対
象
に
主

催
し
て
い
る
「
公
務
研
究
セ

ミ
ナ
ー
」
が
９
月
１９
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に
実

施
さ
れ
た
。

今
年
度
は
、
財
務
省
を
は

じ
め
と
す
る
２５
の
本
府
省
庁

が
参
加
し
、
３
０
３
教
室
で

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後
、
各
教

室
に
分
か
れ
、
業
務
説
明
が

行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
首
都
圏
の
大
学

を
中
心
に
日
本
全
国
か
ら
昨

年
を
大
幅
に
上
回
る
７
６
０

人
あ
ま
り
の
学
生
ら
が
参

加
。
景
気
回
復
に
よ
る
民
間

企
業
の
採
用
状
況
が
好
転
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
相
変
わ
ら
ず
の
公
務
員

の
人
気
の
高
さ
を
う
か
が
わ

せ
た
。
本
学
か
ら
も
多
数
の

学
生
が
参
加
し
、
各
府
省
庁

別
の
教
室
を
回
り
熱
心
に
説

明
を
聴
い
て
い
た
。

来
年
度
は
、
民
間
企
業
の

採
用
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

変
更
を
受
け
、
公
務
員
試
験

の
日
程
も
変
更
さ
れ
る
。
公

務
員
志
望
の
学
生
に
は
こ
う

い
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
に
積
極
的

に
参
加
し
て
情
報
収
集
を
行

い
、
来
年
度
の
試
験
に
万
全

の
態
勢
で
備
え
て
い
た
だ
き

た
い
。
（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
）

え
え
、
政
治
で
す
が
、
そ
れ

が
何
か
？

岡
田
憲
治
著

や
や
挑
発
的
な
タ
イ
ト
ル

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
政

治
を
「
特
別
な
者
達
に
よ
る

特
別
な
活
動
」
へ
と
押
し
込

む
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
に
共
有

さ
れ
た
一
般
的
認
識
を
再
考

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
持
つ

政
治
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
掘

り
起
こ
そ
う
と
す
る
政
治
学

の
入
門
書
。

し
た
が
っ
て
、
筆
者
は
読

者
を
政
治
学
専
攻
の
学
生
に

限
定
せ
ず
、
政
治
に
つ
い
て

考
え
、
行
動
を
模
索
す
る
す

べ
て
の
人
々
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ま
ず
政
治
は
「
己
の
価
値

観
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
世

界
の
望
ま
し
い
解
釈
を
言
語

に
よ
っ
て
不
特
定
複
数
の
他

者
に
伝
え
る
行
為
」
と
再
定

義
さ
れ
、
政
治
に
背
を
向
け

る
こ
と
す
ら
、
政
治
的
な
行

為
と
な
る
、
な
ど
日
常
を
生

き
る
こ
と
と
政
治
的
行
為
と

の
結
び
つ
き
を
多
面
的
に
解

説
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
「
政
治
」
と

い
う
言
葉
の
持
つ
多
様
な
意

味
を
先
人
た
ち
の

藤
か
ら

語
り
起
こ
し
、
加
え
て
今
日

的
状
況
に
お
い
て
ふ
さ
わ
し

い
新
し
い
「
政
治
の
言
葉
」

を
模
索
し
て
い
る
。

（
明
石
書
店
・
本
体
１
８
０

０
円
＋
税
）

著
者
（
お
か
だ
・
け
ん

じ
）
∥
法
学
部
教
授
、
主
な

担
当
は
「
政
治
学
の
世
界
」。

リ
テ
ー
ル
デ
ー
タ
分
析
入
門

上
田
隆
穂
／
田
島
博
和
／

奥
瀬
喜
之
／
斉
藤
嘉
一
編
著

Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

以
降
、
小
売
業
者
の
多
く
は

大
量
の
購
買
行
動
デ
ー
タ
、

即
ち
、
リ
テ
ー
ル
デ
ー
タ
を

保
持
し
、
そ
の
活
用
を
模
索

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
年

で
は
、
メ
ー
カ
ー
に
リ
テ
ー

ル
デ
ー
タ
を
開
示
す
る
小
売

業
者
ま
で
現
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
小
売
業
者
や
メ

ー
カ
ー
が
持
つ
「
リ
テ
ー
ル

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で

何
が
分
か
る
の
か
」、「
実
際

に
ど
の
よ
う
に
分
析
を
し
た

ら
よ
い
の
か
」
と
い
う
問
い

に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
理
論

と
分
析
の
観
点
か
ら
答
え
を

指
し
示
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

フ
リ
ー
の
統
計
解
析
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
「
Ｒ
」
を
用
い
た

デ
ー
タ
分
析
事
例
を
示
し
て

い
る
点
も
本
書
の
特
徴
で
あ

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
だ

け
で
な
く
、
学
部
上
級
生
や

大
学
院
生
も
主
な
読
者
と
し

て
想
定
さ
れ
る
。

（
中
央
経
済
社
・
本
体
２
８

０
０
円
＋
税
）

編
著
者
（
お
く
せ
・
よ
し

ゆ
き
）
∥
商
学
部
教
授
。
主

な
担
当
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
リ
サ
ー
チ
」。

日
本

中
国

韓
国
に
お
け

る
家
電
品
流
通
の
比
較
分
析

関
根
孝
著

乗
用
車
と
並
び
、
重
要
な

消
費
財
産
業
で
あ
る
家
電
品

事
業
。
か
つ
て
世
界
市
場
を

席
巻
し
た
日
本
メ
ー
カ
ー
が

近
年
、中
国
、韓
国
の
家
電
メ

ー
カ
ー
の
台
頭
を
許
す
原
因

は
何
か
？

本
書
は
３
カ
国
の
家
電
品

流
通
を
比
較
研
究
し
、
日
本

の
家
電
量
販
店
や
家
電
メ
ー

カ
ー
に
対
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
や
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

略
を
策
定
す
る
上
で
の
ヒ
ン

ト
を
提
示
す
る
。

筆
者
は
①
家
電
品
流
通
を

対
象
と
し
た
マ
ク
ロ
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
②
家
電
品

産
業
に
お
け
る
流
通
機
能
の

変
化
③
家
電
小
売
業
の
国
際

化
に
関
す
る
理
論
仮
説
の
レ

ビ
ュ
ー
と
今
後
の
予
測
―
の

３
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
論
旨

を
展
開
。

し
ょ
う
り
ょ
う

豊
富
な
文
献
渉

猟
、
緻

密
な
統
計
調
査
、
現
地
で
の

聞
き
取
り
調
査
の
成
果
を
踏

ま
え
、
３
カ
国
の
家
電
品
流

通
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
。

（
同
文
舘
出
版
・
本
体
２
８

０
０
円
＋
税
）

著
者
（
せ
き
ね
・
た
か

し
）
∥
商
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
「
商
学
基
礎
」
「
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」。

日
清
戦
争

大
谷

正
著

１
８
９
４
年
に
朝
鮮
半
島

の
領
有
を
巡
っ
て
、
日
本
と

中
国
（
清
）
が
争
っ
た
と
さ

れ
る
日
清
戦
争
。
日
本
で
は

「
日
清
・
日
露
戦
争
」
と
表

現
さ
れ
、
規
模
の
大
き
い「
日

露
」
の
ほ
う
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
本
書
は
「
日
清
」
は

「
日
露
」
と
は
性
格
が
異
な

り
、
一
体
表
現
は
不
適
当
と

い
う
視
点
に
立
つ
。

な
ぜ
日
本
は
日
清
戦
争
を

始
め
た
の
か
。
ど
ん
な
戦
闘

が
行
わ
れ
た
の
か
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
は
、
戦
争
に
至
る

経
緯
か
ら
、
平
壌
、
旅
順
の

戦
い
な
ど
各
戦
闘
を
詳
述
。

日
本
の
朝
鮮
で
の
軍
事
行
動

や
台
湾
の
抗
日
闘
争
を
取
り

上
げ
、
日
清
戦
争
の
全
貌
が

描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
筆
者
は
、
日
清

戦
争
を
清
、
朝
鮮
、
台
湾
を

巡
る
、
地
域
と
相
手
の
異
な

る
「
複
合
戦
争
」
と
分
析
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
新
聞
な
ど
に
よ

っ
て
戦
争
情
報
が
ど
の
よ
う

に
人
々
に
伝
え
ら
れ
た
の

か
、
戦
争
下
の
メ
デ
ィ
ア
の

役
割
を
論
じ
る
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
民
衆
が
「
日
本
国

民
」
と
し
て
の
共
通
認
識
を

持
つ
よ
う
に
な
る
過
程
を
描

く
。
日
清
戦
争
の
本
質
に
迫

る
一
書
。

（
中
公
新
書
・
本
体
８
６
０

円
＋
税
）

著
者
（
お
お
た
に
・
た
だ

し
）
∥
文
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
「
日
本
近
代
の
政
治

と
社
会
」。

鈴木 正倫さん

鈴木 啓一さん

進藤 広人さん

司法試験
７人合格
司法試験
７人合格

神保 将之さん

岩間 文里さん

石井 一禎さん

亀川 謙介さん

「
国
際
化
」と
「
地
域
貢
献
」

両
面
か
ら
成
長
を
考
え
る

企業のグローカル化と中小企業経営企業のグローカル化と中小企業経営

大学院商学研究科＋東京信用保証協会 第１１回共同公開講座

国家公務員の魅力伝える

「公務研究セミナー」
神田キャンパスで開催

�

上
田
教
授
は
グ
ロ
ー
カ

ル
化
を
達
成
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
提
示

�

多
く
の
学
生
が
参
加
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